評価の観点と評価規準　6年（平成21年度）
	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	1

立体
	①直方体と立方体


	Ａ
	立体を図や言葉で表し，立体図形の学習で自分から進んで取り組もうとする。
	構成要素の個数や面の形などの観点から直方体や立方体の特徴を筋道立てて考えることができる。
	手際よく見取図や展開図を正確にかき，直方体や立方体をつくることができる。
	直方体，立方体について，見取図や展開図のかき方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	立体図形を観察したり構成したりして図形の見方を豊かにしていくよさに気づき，その特徴をとらえようとする。
	構成要素の個数や面の形などの観点から直方体や立方体の特徴を考えることができる。
	見取図や展開図をかき，直方体や立方体をつくることができる。
	直方体，立方体について理解し，見取図や展開図のかき方を理解している。

	
	②面や辺の平行と垂直
	Ａ
	身のまわりにある直方体の面や辺の平行垂直を調べ，平行や垂直になっている辺を調べようとする。
	面や辺の平行，垂直関係の観点から，直方体，立方体の特徴を筋道立てて考えることができる。
	身のまわりにある直方体について，面や辺の平行や垂直の関係を調べることができる。
	面や辺の平行，垂直関係の観点を含めて直方体や立方体を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	直方体の面や辺の平行垂直を調べ，平行や垂直になっている辺を調べようとする。
	面や辺の平行，垂直関係の観点から，直方体，立方体の特徴を考えることができる。
	直方体について，面や辺の平行や垂直の関係を調べることができる。
	面や辺の平行，垂直関係の観点を含めて直方体や立方体を理解している。

	
	③角柱と円柱
	Ａ
	身のまわりにある角柱や円柱を観察したり分類したりしてその特徴をとらえようとする。
	角柱や円柱を観察したり分類したりしてその特徴を筋道立てて考えることができる。
	身のまわりにある角柱や円柱を観察したり分類したりしてその特徴を調べることができる。
	身近な立体から角柱や円柱の形をみつけることができ，その特徴を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	角柱や円柱を観察したり分類したりしてその特徴をとらえようとする。
	角柱や円柱を観察したり分類したりしてその特徴を考えることができる。
	角柱や円柱を観察したり分類したりしてその特徴を調べることができる。
	身近な立体から角柱や円柱の形をみつけることができる。

	
	ステップ
	Ａ
	立方体の展開図に関心をもち，自分で考えようとする。
	立方体の展開図のかき方の規則性を考えることができる。
	立方体の展開図を9種類以上つくることができる。
	立方体の展開図で面の繋がり方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	立方体の展開図に関心を持つ。
	立方体の展開図のかき方をいろいろ考えることができる。
	立方体の展開図をいろいろつくることができる。
	立方体の展開図で面の繋がり方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	四角すいや円すいをもとに，多角すいの展開図を用いて，立体を作ろうとする。
	見取図や展開図をかき，角すいや円すいの作り方を筋道立てて考えることができる。
	手際よく見取図や展開図をかき，角すいや円すいをつくることができる。
	角すい，円すいについて、見取図や展開図のかき方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	四角すいや円すいをもとに，三角すいや五角すいの展開図を用いて立体を作ろうとする。
	見取図や展開図をかき，角すいや円すいの作り方を考えることができる。
	見取図や展開図をかき，角すいや円すいをつくることができる。
	角すい，円すいについて理解し，見取図や展開図のかき方を理解している。

	2

倍数と約数
	①倍数と公倍数
	Ａ
	倍数や公倍数の考えが日常生活の場面で適応できるよさに気づき問題解決に役立てようとする。
	整数の性質から，いろいろな倍数の観点で分類して考えることができる。
	具体的な場面で，倍数，公倍数を求めることができる。
	倍数，公倍数の観点から整数についての豊かな感覚を身につけている。

	
	
	Ｂ
	倍数や公倍数の性質を問題解決に役立てようとする。
	整数の性質から，倍数の観点で分類して考えることができる。
	倍数，公倍数を求めることができる。
	倍数，公倍数の言葉の意味を理解している。

	
	②約数と公約数
	Ａ
	約数や公約数の考えが日常生活の場面で適応できるよさに気づき問題解決に役立てようとする。
	整数の性質から，いろいろな約数の観点で分類して考えることができる。
	具体的な場面で，約数，公約数を求めることができる。
	約数，公約数の観点から整数の構成についての豊かな感覚を身につけている。

	
	
	Ｂ
	約数や公約数の性質を問題解決に役立てようとする。
	整数の性質から，約数の観点で分類して考えることができる。
	約数，公約数を求めることができる。
	約数，公約数の言葉の意味を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	ステップ
	Ａ
	公倍数や公約数に関心をもち，自分で新たな表を作り出そうとする。
	表づくりを通して、いろいろな公倍数や公約数のきまりを考えることができる。
	最小公倍数や最大公倍数を表の中に8割以上書き込むことができる。
	最大公約数や最小公倍数の意味を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	公倍数や公約数に関心をもち，自分でどんどん数字を書き込もうとする。
	表づくりを通して、公倍数や公約数のきまりを考えることができる。
	最小公倍数や最大公倍数を表の中に5割以上書き込むことができる。
	最大公約数や最小公倍数の意味を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	3や9など，他の整数の倍数はどうなっているのか考えようとする。
	3や9など，他の整数の倍数はどうなっているのかみつけ出し，考えることことができる。
	3や9など，他の整数の倍数を見分けることができる。
	3や9などの倍数の見分け方を理解している。

	
	
	Ｂ
	2，4，5の倍数の見分け方を考えようとする。
	2，4，5の倍数はどうなっているのか考えることができる。
	2，4，5の倍数を見分けることができる。
	2，4，5の倍数には、簡単な見分け方があることを知る。

	3

平均とその利用
	①平均
	Ａ
	平均を用いるよさを感じ，進んで身近な事柄の考察や表現に用いようとする。
	平均の考えを活用して，身近な事柄について考えたり，表現の仕方を考えたりすることができる。
	手際よく平均を求めたり，平均から全体を求めたり、説明することができる。
	平均の意味や平均の求め方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	平均を用いて，進んで身近な事柄の考察や表現に用いようとする。
	平均の考えを用いて，身近な事柄について考えたり，表現の仕方を考えたりすることができる。
	平均を求めたり，平均から全体を求めたりすることができる。
	平均の意味や平均の求め方を理解している。

	
	②平均を使って
	Ａ
	平均の歩幅を使って道のりを求めようとしたり集団の特徴を表す値として平均を用いたりする。
	平均の考えを用いて，身近な事柄について統計的に考え，まとめることができる。
	平均の考えを使って，長さの概測や，身近な事柄を考察したり、説明したりすることができる。
	平均の用い方や集団の特徴を表す値としての平均の意味を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	平均の歩幅を使って道のりを求めようとする。
	平均の考えを用いて，身近な事柄について統計的に考えることができる。
	平均の考えを使って，長さの概測や，身近な事柄を考察したりすることができる。
	平均の用い方や集団の特徴を表す値としての平均の意味を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	平均を用いてＡからＧまでの積み木の高さを求めようとする。
	平均は積み木を同じ高さにすることだと筋道立てて考えることができる。
	平均を用いてＡからＧまでの積み木の高さを求めることができる。
	平均の意味はならすことだと十分理解している。

	
	
	Ｂ
	平均を用いて，ＡからＥまでの積み木の高さを求めようとする。
	平均は積み木を同じ高さにすることだと考えることができる。
	平均を用いて，ＡからＥまでの積み木の高さをもとめることができる。
	平均の意味はならすことだと理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	集団の特徴に着目して簡単に平均を求めようとする。
	集団の特徴に着目して簡単に平均を求める方法を筋道立てて考えることができる。
	平均の求め方を工夫し，仮平均の考え方で手際よく平均を求めることができる。
	ちらばり方の集中するあたりに平均があることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	集団の特徴に着目して平均を求めようとする。
	集団の特徴に着目して簡単に平均を求める方法を考えようとする。
	平均の求め方を工夫し仮平均の考え方で平均を求めることができる。
	ちらばり方の集中するあたりに平均があることを理解している。

	だ

れ

で

し

ょ
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	Ａ
	演奏している4人，歌っている5人の名前を進んで考えようとする。
	演奏している4人，歌っている5人の名前を筋道立てて考え，それを説明することができる。
	情報を表に整理し、説明することができる。
	情報を表に整理することを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	演奏している4人，歌っている5人の名前を考えようとする。
	演奏している4人，歌っている5人の名前を筋道立てて考えることができる。
	情報を表に整理することができる。
	情報を表に整理することを理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	4

分数のたし算

と

ひき算
	①等しい分数
	Ａ
	約数，倍数の考えが分数の通分や約分をするときに適応できることを説明しようとする。
	等しい分数を判断したり，分数の大小の比べ方を考えたりすることが筋道立ててできる。
	手際よく通分や約分を使って分数の相等や大小を比べることができる。
	約分や通分の観点から分数の大きさや構成について十分理解している。

	
	
	Ｂ
	約数，倍数の考えが分数の通分や約分をするときに適応しようとする。
	等しい分数を判断したり，分数の大小の比べ方を考えたりすることができる。
	通分や約分を使って分数の相等や大小を比べることができる。
	約分や通分の意味を理解している。

	
	②分数のたし算・ひき算
	Ａ
	分数の相等大小の比べ方を用いて，異分母分数の加減計算ができることに気づき，進んで取り組もうとする。
	分数の相等大小の比べ方の考えを用いて，異分母分数の加減計算の仕方を考え，説明することができる。
	異分母分数の加減計算が確実にできる。
	異分母分数の加減計算の意味や計算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	異分母分数の加減計算に取り組もうとする。
	分数の相等大小の比べ方の考えを用いて，異分母分数の加減計算の仕方を考えることができる。
	異分母分数の加減計算ができる。
	異分母分数の加減計算の意味や計算の仕方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	進んで1/2と等しい分数に色を塗ろうとし，文字が浮かび上がっていくことに気づき，さらに学習を進めようとする。
	分数の相等や大小を比べる方法を筋道立てて考え，説明することができる。
	分数の相等や大小を比べたり，計算することが確実にできる。
	分数の相等・大小の比べ方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	1/2と等しい分数や，計算を楽しんで行おうとする。
	分数の相等や大小を考えることができる。
	分数の相等や大小を比べたり，計算することができる。
	分数の相等・大小の比べ方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	身近な場面で，分数の加減の問題をつくろうとする。
	3つの分数の通分，帯分数を仮分数に直す方法を図や言葉で考えることができる。
	3つの分数や帯分数の加減計算を手際よく求めることができる。
	3つの分数や帯分数の加減計算を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	3つの分数や帯分数のコースの道のりを考えようとする。
	3つの分数の通分，帯分数を仮分数に直す方法を考えることができる。
	3つの分数や帯分数の加減計算を求めることができる。
	3つの分数や帯分数の加減計算を理解している。

	★

合同な図形
	①合同な図形
	Ａ
	合同な図形に関心をもち，その性質を進んで調べようとする。
	対応する頂点，辺，角に着目して，図形が合同かどうかを判断する方法を考え，それを説明することができる。
	合同な図形の対応する頂点，辺，角に着目して，問題を解決することができる。
	合同な図形の性質や対応する頂点，辺，角について十分理解している。

	
	
	Ｂ
	合同な図形について，その性質を調べようとする。
	対応する頂点，辺，角に着目して，図形が合同かどうかを判断する方法を考えることができる。
	合同な図形の対応する頂点，辺，角をみつけることができる。
	合同な図形の性質や対応する頂点，辺，角について理解している。

	
	②合同な図形のかき方
	Ａ
	合同な図形のかき方を自ら進んで考えようとする。
	合同な図形をかくにはどの辺や角に着目すればよいかを考えたり，説明することができる。
	合同な図形のかき方を理解し，確実にかくことができる。
	辺の長さや角の大きさと関連づけて，合同な図形のかき方を理解している。

	
	
	Ｂ
	合同な図形のかき方を考えようとする。
	合同な図形をかくにはどの辺や角に着目すればよいかを考えることができる。
	合同な図形をかくことができる。
	合同な図形のかき方を理解している。

	計算の見積もり
	
	Ａ
	目的に応じて概数で処理することのよさを，いろいろな場合で、積や商を見積もってから計算しようとする。
	積や商を概数で見積もるとき，目的に応じてどの位までの概数にしたらよいかを筋道立てて考えることができる。
	目的に応じて積や商を手際よく概数で見積もることができる。
	積や商を概数で見積もる方法を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	概数で処理することのよさに気づき、進んで概数を活用しようとする。
	積や商を概数で見積もるとき，どの位までの概数にしたらよいかを考えることができる。
	積や商を概数で見積もることができる。
	積や商を概数で見積もる方法を理解している。

	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	5

単
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	①単位量あたりの大きさ
	Ａ
	身のまわりにある異種の2つの量の割合で表される量に関心を持ち，単位量当たりの考えを用いて比べようとする。
	異種の2つの量の割合で表される量について，単位量当たりで筋道立てて考えることができる。
	単位量当たりの考えを用いて，混みぐあい，とれ高，密度などを手際よく比べることができる。
	異種の2つの量の割合で表される量について，比べ方や表し方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	異種の2つの量の割合で表される量に関心を持ち，単位量当たりの考えを用いて比べようとする。
	異種の2つの量の割合で表される量について，単位量当たりで考えることができる。
	単位量当たりの考えを用いて，混みぐあい，とれ高，密度などを比べることができる。
	異種の2つの量の割合で表される量について，比べ方や表し方を理解している。

	
	②速さ
	Ａ
	速さについて関心を持ち，進んで身近な問題に生かそうとする。
	速さの意味を理解し，道のりや時間との関係を筋道立てて考えることができる。
	速さの意味や表し方を知り，速さに関する計算が手際よくできる。
	速さの意味や表し方，速さに関する計算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	速さについて関心を持ち，問題解決に生かそうとする。
	速さの意味を理解し，道のりや時間との関係を考えることができる。
	速さの意味や表し方を知り，速さに関する計算ができる。
	速さの意味や表し方，速さに関する計算の仕方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	速さ・時間・道のりの考えを生活場面に生かそうとする。
	運動場で，走ったり歩いたりして速さを求める計画を筋道立てて考えることができる。
	運動場で走ったり歩いたりして秒速を手際よく求めることができる。
	秒速の意味を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	運動場で，距離を決めて速さを測ろうとする。
	運動場で，走ったり歩いたりして速さを求める計画を考えることができる。
	運動場で走ったり歩いたりして秒速を求めることができる。
	秒速の意味を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	速さについて関心を持ち，いろいろな距離から時間を求める問題をつくろうとする。
	生活の場面を通して，速さと距離と時間の関係について筋道立てて考えることができる。
	速さと距離からおよそのかかる時間を手際よく求めることができる。
	速さと距離から時間を求める方法を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	速さについて関心を持ち，いろいろな距離から時間を求めようとする。
	生活の場面を通して，速さと距離と時間の関係について考えることができる。
	速さと距離からおよそのかかる時間を求めることができる。
	速さと距離から時間を求める方法を理解している。
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(1)
	
	Ａ
	家と駅の間の距離を自分で設定して，さらに考えようとする。
	2人の間の距離や速さを変えて，1分ごとに何がどのように変化するのかみつけ，まとめることができる。
	2人が，何分後に出会ったり，追いついたりするか手際よく求めることができる。
	2つの量の変わり方には、きまりがあることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	2人が，何分後に出会ったり，追いついたりするか表を用いて考えようとする。
	2人の間の距離や速さを使って，変わり方のきまりをみつけることができる。
	2人が，何分後に出会ったり，追いついたりするか表を用いて求めることができる。
	2つの量の変わり方には、きまりがあることを理解している。

	★

文字を使った式
	①文字を使った式
	Ａ
	数量の関係を文字を使って簡潔な式に表そうとする。
	文字を使って数量の関係を式に表すことのよさを理解し，それを説明することができる。
	文字を使って，数量の関係を簡潔な式に表すことができる。
	文字の役割を知り，文字を使った式のよさと文字を使って式に表す仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	数量の関係を文字を使って式に表そうとする。
	文字を使って数量の関係を式に表すことのよさを理解することができる。
	文字を使って，数量の関係を式に表すことができる。
	文字の役割を知り，数量の関係を文字を使って式に表す仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	②xの値を求める問題
	Ａ
	文字を含む式について，未知の数量のいろいろな求め方を考えようとする。
	未知の値を求めることは式を満たす数量を求めることであることを理解し，それを説明することができる。
	文字を含む式について，未知の数量を確実に求めることができる。
	文字を含む式について，未知の数量を求める仕方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	文字を含む式について，未知の数量を求めようとする。
	未知の値を求めることは式を満たす数量を求めることであることを理解することができる。
	文字を含む式について，未知の数量を求めることができる。
	文字を含む式について，未知の数量を求める仕方を理解している。

	
	③式のよみ方
	Ａ
	自ら進んで，具体的な事象を式に表したり，式を見て具体的な事象を想起しようとする。
	式の意味を理解し，その式が具体的な事象とどう対応しているのかを考え，説明することができる。
	具体的な事象を式に表したり，式を見て具体的な事象を想起することができる。
	式と具体的な事象とが結びついていることを確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	具体的な事象を式に表したり，式を見て具体的な事象を想起しようとする。
	式の意味を理解し，その式が具体的な事象とどう対応しているのかを考えることができる。
	具体的な事象を式に表したり，式を見て与えられた事象と結びつけることができる。
	式と具体的な事象とが結びついていることを理解している。

	6

比例
	①比例
	Ａ
	伴って変わる2つの量が比例関係にあるかどうかを調べ，身のまわりの問題の解決に活用していこうとする。
	伴って変わる2つの量が比例関係にあるかどうかについて筋道立てて考えることができる。
	伴って変わる2つの数量を表に表し，縦に見たり横に見たりして，比例関係を判断し，説明することができる。
	比例の意味や性質，伴って変わる数量の関係を表す表の見方について十分理解している。

	
	
	Ｂ
	伴って変わる2つの量が比例関係にあるかどうかを調べようとする。
	伴って変わる2つの量が比例関係にあるかどうかについて，考えることができる。
	伴って変わる2つの数量を表に表し，縦に見たり横に見たりして，比例関係を表現することができる。
	比例の意味や性質，伴って変わる数量の関係を表す表の見方について理解している。

	
	②比例のグラフ
	Ａ
	比例のグラフのよさに気づき，進んで問題の解決に役立てようとする。
	比例関係とそれを表すグラフの関係について筋道立てて考えることができる。
	比例のグラフをかいたり，よんだりしながら，手際よく問題を解決することができる。
	比例関係を表すグラフについて，かき方，よみ方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	比例のグラフのよさに気づき，問題の解決に役立てようとする。
	比例関係とそれを表すグラフの関係について考えることができる。
	比例のグラフをかいたり，よんだりしながら問題を解決することができる。
	比例関係を表すグラフについて，かき方，よみ方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	比例の表やグラフに関心を持ち，身のまわりの問題解決に役立てようとする。
	速さとグラフの傾きの関係を考えることができる。
	表にあてはまる数字やグラフを手際よくかくことができる。
	時間・道のりは比例関係にあることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	変化の様子を表やグラフにして、きまりをみつけようとする。
	比例の表やグラフから、変化のきまりを考えることができる。
	表にあてはまる数字やグラフをかくことができる。
	時間・道のりは比例関係にあることを理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	身のまわりの事柄で，比例関係をみつけ出そうとする。
	身のまわりの事柄で，同じような事象をみつけ出し，筋道立てて考えることができる。
	比例の考えを用いて，コピー用紙のおよその枚数を2通りの方法で求めることができる。
	比例の考えを用いて，コピー用紙のおよその枚数が2通りの方法で求められることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	コピー用紙の枚数を求める方法をみつけようとする。
	コピー用紙の枚数を全部数えずにおよその枚数を求める方法を考えることができる。
	比例の考えを用いて，コピー用紙のおよその枚数を求めることができる。
	比例の考えを用いて，コピー用紙のおよその枚数が求められることを理解している


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	変

わ

り

方

の

き

ま

り

を

み

つ

け

て

(2)
	
	Ａ
	変化のようすを表に表して，きまりをみつけ，問題解決に役立てようとする。
	表に表された変化のようすを見て，変化のきまりを筋道立てて考えることができる。
	2つの量を変化させ，その和や差に着目して問題を解決し，説明することができる。
	表に表された2つの量の和や差の意味を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	変化のようすを表に表して，きまりをみつけようとする。
	表に表された変化のようすを見て，変化のきまりを考えることができる。
	2つの量を変化させ，その和や差に着目して問題を解決することができる。
	表に表された2つの量の和や差の意味を理解している。

	み

ら

い

へ

の

つ

ば

さ
	積のけた数
	Ａ
	整数×整数が何桁になるか、きまりをみつけ、問題解決に役立てようとする。
	整数×整数が何桁になるか、きまりを筋道立てて考えることができる。
	整数×整数が何桁になるか、きまりをみつけ出し、説明することができる。
	整数×整数が何桁になるか、きまりがあることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	整数×整数が何桁になるか、きまりをみつけようとする。
	整数×整数が何桁になるか、きまりを考えることができる。
	整数×整数が何桁になるか、きまりをみつけ出すことができる。
	整数×整数が何桁になるか、きまりがあることを理解している。

	
	正三角形で立体をつくろう
	Ａ
	正三角形を使って、24面体をつくろうとする。
	24面体の展開図を他にも考えることができる。
	正三角形を使って、24面体をつくることができる。
	正三角形を使った展開図を見て、どんな立体ができるか十分理解している。

	
	
	Ｂ
	正三角形を使って立体をつくろうとする。
	4，8，20面体の展開図を他にも考えることができる。
	正三角形を使って、立体をつくることができる。
	正三角形を使った展開図を見て、どんな立体ができるか理解している。


	7

体積
	①直方体・立方体の体積
	Ａ
	面積と同じように，かさについても，単位の大きさを決めると数値化できることに関心をもち活用しようとする。
	1cm3の立方体が幾つ分あるかを調べることを通して，直方体や立方体の体積の公式を筋道立てて考えることができる。
	体積の普遍単位cm3を知り，それらを使って直方体や立方体の体積を正確に求めることができる。
	必要な辺の長さを測定することで直方体･立方体の体積が計算で求められることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	面積と同じように，かさについても，単位の大きさを決めると数値化できることに関心をもつことができる。
	1cm3の立方体が幾つ分あるかを調べることを通して，直方体や立方体の体積の公式を考えることができる。
	体積の普遍単位cm3を知り，それらを使って直方体や立方体の体積を求めることができる。
	必要な辺の長さを測定することで直方体･立方体の体積が計算で求められることを理解している。

	
	②大きな体積
	Ａ
	自分から進んで，身のまわりにあるものの体積を調べたり，それを活用したりする。
	L字型の立体の体積の求め方を筋道立てて考えることができる。
	大きな体積や辺の長さが小数で表されている直方体や立方体の体積を正確に求めることができる。
	1ｍ3と1cm3の関係や大きな直方体や立方体の体積の求め方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	身のまわりにあるものの体積を調べたり，それを活用したりする。
	L字型の立体の体積の求め方を考えることができる。
	大きな体積や辺の長さが小数で表されている直方体や立方体の体積を求めることができる。
	1ｍ3と1cm3の関係や大きな直方体や立方体の体積の求め方を理解している。

	
	③体積の求め方のくふう
	Ａ
	身近にある図形の概形をとらえ，進んで面積や体積を求めようとする。
	身近にあるものについて，概形をとらえ，測定しやすい図形として考えることができる。
	ものの概形をとらえ，およその面積や体積を正確に求めることができる。
	身近にあるものについて，概形をとらえて，およその面積や体積を求める方法を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	図形の概形をとらえ，面積や体積を求めようとする。
	身近にあるものについて，概形をとらえ，測定しやすい図形とみることができる。
	ものの概形をとらえ，およその面積や体積を求めることができる。
	身近にあるものについて，概形をとらえて，およその面積や体積を求める方法を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	自分から進んで，展開図の長さを測って方眼紙にかき，直方体をつくろうとする。
	展開図を見て，組み立てたときの形を想像して体積を求めたり，それを説明することができる。
	展開図の長さを測って方眼紙にかき，直方体をつくり，その体積を手際よく求めることができる。
	展開図の長さを測って，方眼紙にかき，つくった直方体の体積の求め方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	展開図の長さを測って方眼紙にかき，直方体をつくろうとする。
	展開図を組み立てる前に体積を求めることができる。
	展開図の長さを測って方眼紙にかき，直方体をつくり，その体積を求めることができる。
	展開図の長さを測って，方眼紙にかき，つくった直方体の体積の求め方を理解している。

	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	ジャンプ
	Ａ
	積極的に四角すいの体積を水を使って求めようとする。
	四角すいの体積を水を使って測定できるわけを筋道立てて考えることができる。
	四角すいの体積を水を使って手際よく測定することができる。
	四角すいの体積を水を使って求める方法を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	四角すいの体積を水を使って求めようとする。
	四角すいの体積を水を使って測定できるわけを考えることができる。
	四角すいの体積を水を使って測定することができる。
	四角すいの体積を水を使って求める方法を理解する。

	お

よ

そ

の

形

と

大

き

さ
	
	Ａ
	身のまわりのものの，およその形を考えて，その面積や体積を求めようとする。
	身のまわりのものの，およその形を考えて，その面積や体積を筋道立てて考えることができる。
	身のまわりのものの，およその形を考えて，その面積や体積を手際よく求めることができる。
	身のまわりのものの，およその形を考えて，その面積や体積を手際よく求める方法を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	琵琶湖，水そう，牛乳パックのおよその面積や体積を求めようとする。
	琵琶湖，水そう，牛乳パックのおよその面積や体積を求める方法を考えることができる。
	琵琶湖，水そう，牛乳パックのおよその面積や体積を求める方法を求めることができる。
	琵琶湖，水そう，牛乳パックのおよその面積や体積を求める方法を理解している。

	8

分数×整数

分数

÷

整数
	
	Ａ
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりする計算を自分から進んで求めようとする。
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりすることの意味を筋道立てて考えることができる。
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりする計算を手際よく求めることができる。
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりすることの意味を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりする計算を求めようとする。
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりすることの意味を考えることができる。
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりする計算を求めることができる。
	分数に整数をかけたり分数を整数でわったりすることの意味を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	分数計算工場に進んで取り組もうとする。
	分数に整数をかけたり，整数でわったりしたときの積や商の変わり方を説明することができる。
	分数に整数をかけたり，わったりしながらゴールに手際よくたどりつくことができる。
	分数に整数をかけたり，わったりしながらゴールに手際よくたどりつく方法を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	分数計算工場に取り組もうとする。
	分数に整数をかけたり，整数でわったりしたときの積や商の変わり方を考えることができる。
	分数に整数をかけたり，わったりしながらゴールにたどりつくことができる。
	分数に整数をかけたり，わったりしながらゴールにたどりつく方法を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	分数迷路に関心をもち，自分でつくろうとする。
	ある答えにするために，分数にどんな整数をかけたりわったりすればよいかを論理的に考え，説明できる。
	分数迷路で，筋道立てて考えながらゴールまでたどりつくことができる。
	分数迷路で，手際よくゴールまでたどりつく方法を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	分数迷路に取り組もうとする。
	ある答えにするために，分数にどんな整数をかけたりわったりすればよいかを論理的に考えることができる。
	分数迷路で，ゴールまでたどりつくことができる。
	分数迷路で，ゴールまでたどりつく方法を理解している。

	9

分数×分数

分数÷分数
	①分数をかける計算
	Ａ
	分数の乗法の計算が整数や小数の計算を基にしていることに気づき，進んで活用しようとする。
	分数の乗法の計算を整数や小数の計算を基にして，筋道を立てて考え，まとめることができる。
	分数の乗法の意味を理解し，手際よく計算することができる。
	分数の乗法の意味や計算の仕方について，どのような場面で用いられるかを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	分数の乗法の計算が整数や小数の計算を基にしていることに気づき，活用しようとする。
	分数の乗法の計算を整数や小数の計算を基にして，筋道を立てて考えることができる。
	分数の乗法の意味を理解し，計算することができる。
	分数の乗法の意味や計算の仕方を理解している。

	
	②分数のかけ算を使って
	Ａ
	いろいろな量や割合を表す分数に関心を持ち，進んで活用しようとする。
	分数の乗法が用いられる場面を筋道立てて考えることができる。
	いろいろな量や割合を表す分数について理解し，それを的確に用いることができる。
	いろいろな量や割合を分数で表す意味と乗法による積の大きさについて十分理解している。

	
	
	Ｂ
	いろいろな量や割合を表す分数に関心を持ち，活用しようとする。
	分数の乗法が用いられる場面をいろいろ考えることができる。
	いろいろな量や割合を表す分数について理解し，それを用いることができる。
	いろいろな量や割合を分数で表す意味と乗法による積の大きさについて理解している。

	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	③分数でわる計算
	Ａ
	分数の除法の計算を整数や小数の計算を基にしていることに気づき，積極的に活用しようとする。
	分数の除法の計算を整数や小数の計算を基にして，筋道を立てて考えることができる。
	分数の除法の意味を理解し，手際よく計算することができる。
	分数の除法の意味や計算の仕方について，どのような場面で用いられるかを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	分数の除法の計算を整数や小数の計算を基にしていることに気づき，活用しようとする。
	分数の除法の計算を整数や小数の計算を基にして，考えることができる。
	分数の除法の意味を理解し，計算することができる。
	分数の除法の意味や計算の仕方を理解している。

	
	④分数のわり算を使って
	Ａ
	割合や時間などを表す分数を進んで活用しようとする。
	分数の除法が用いられる場面を筋道立てて考えることができる。
	割合や時間などを表す分数を用いて，さまざまな問題解決や問題づくりができる。
	割合や時間などを表す分数の意味を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	割合や時間などを表す分数を活用しようとする。
	分数の除法が用いられる場面をいろいろ考えることができる。
	割合や時間などを表す分数を用いて，問題解決や問題づくりができる。
	割合や時間などを表す分数の意味を理解している。

	
	⑤どんな計算になるのかな
	Ａ
	人体に関するいろいろな情報から，積極的に問題をつくったり，問題を解いたりしようとする。
	人体に関するいろいろな問題で，立式の根拠を筋道立てて考えることができる。
	分数の乗除の場面で，適切に演算を選択し，答えを手際よく求めることができる。
	人体に関するいろいろな問題を通して，分数の乗除の使われる場面を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	人体に関するいろいろな情報から，問題をつくったり，問題を解いたりしようとする。
	人体に関するいろいろな問題で，立式の根拠を考えることができる。
	分数の乗除の場面で，適切に演算を選択し，答えを求めることができる。
	人体に関するいろいろな問題を通して，分数の乗除の使われる場面を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	1より小さい数で，四則計算すると，答えがどうなるか自分から進んで求めようとする。
	1より小さい数で，四則計算すると，答えがどうなるか筋道立てて考えることができる。
	1より小さい数で，四則計算して，答えを手際よく求めることができる。
	1より小さい数で，四則計算をすることの意味を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	1より小さい数で，四則計算すると，答えがどうなるか求めようとする。
	1より小さい数で，四則計算すると，答えがどうなるか考えることができる。
	1より小さい数で，四則計算して，答えを求めることができる。
	1より小さい数で，四則計算をすることの意味を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	かっこのついた計算をいろいろな方法で、自分から進んで計算しようとする。
	かっこのついた計算をいろいろな方法で計算する方法を筋道立てて考えることができる。
	整数や小数でわる式をかけ算の式に直して手際よく計算することができる。
	整数や小数でわる式をかけ算の式に直すことを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	かっこのついた計算をいろいろな方法で計算しようとする。
	かっこのついた計算をいろいろな方法で計算する方法を考えることができる。
	整数や小数でわる式をかけ算の式に直して計算することができる。
	整数や小数でわる式をかけ算の式に直すことを理解している。

	★

量の単位
	
	Ａ
	いろいろな量の単位に関心をもち，自ら進んでそれらの関係について調べようとする。
	メートル法の利便性を理解し，接頭語の意味に基づいて，単位の関係を考えたり，説明することができる。
	いろいろな単位の関係を理解し，的確に単位間の換算ができる。
	いろいろな量の関係を体系的に理解している。

	
	
	Ｂ
	いろいろな量の単位の関係について調べようとする。
	メートル法の利便性を理解し，接頭語の意味に基づいて，単位の関係を考えることができる。
	いろいろな単位の関係を理解し，単位間の換算ができる。
	いろいろな量の関係を理解している。
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比とその利用
	①比の表し方
	Ａ
	2つの数量を共通の基準を用いて比較する比のよさに気づき，進んで活用しようとする。
	比を割合と関連づけてとらえ、筋道立ててものの見方や考え方を工夫することができる。
	2つの数量の関係を比で表したり，的確に調べたりすることができる。
	比の観点から見ていくことで数量の関係を十分とらえている。

	
	
	Ｂ
	2つの数量を共通の基準を用いて比較する比のよさに気づき，活用しようとする。
	比を割合と関連づけてとらえるなど，ものの見方や考え方を工夫することができる。
	2つの数量の関係を比で表したり，調べたりすることができる。
	比の観点から見ていくことで数量の関係をとらえている。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	②等しい比
	Ａ
	身近な場面で等しい比のあることに気づき，進んで活用しようとする。
	2つの比が等しい関係にあるときの性質について筋道立てて考えることができる。
	等しい比のあることを知り，手際よく等しい比をつくることができる。
	等しい比が使われる場面や等しい比の性質を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	等しい比のあることに気づき，活用しようとする。
	2つの比が等しい関係にあるときの性質について考えることができる。
	等しい比のあることを知り，等しい比をつくることができる。
	等しい比が使われる場面や等しい比の性質を理解している。

	
	③比を使った問題
	Ａ
	比を使って身近な問題を解決しようとする。
	比の一方の値がわかっているときの他方の値の求め方を筋道立てて考えることができる。
	比の一方の値がわかっているとき，他方の値を手際よく求めることができる。
	等しい比で一方の値と他方の値の関係を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	比を使って問題を解決しようとする。
	比の一方の値がわかっているときの他方の値の求め方を考えることができる。
	比の一方の値がわかっているとき，他方の値を求めることができる。
	等しい比で一方の値と他方の値の関係を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	形の似ている長方形に関心を持ち，進んで辺の長さの比が等しい長方形をつくろうとする。
	相似な長方形の性質を等しい比の関係から筋道立てて考えることができる。
	縦と横の長さの比が等しい長方形をいろいろかくことができる。
	等しい比の性質を利用していることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	形の似ている長方形に関心を持ち，辺の長さの比が等しい長方形をつくろうとする。
	相似な長方形の性質を等しい比の関係から考えることができる。
	縦と横の長さの比が等しい長方形をかくことができる。
	等しい比の性質を利用していることを理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	2つや3つの比を使って全体を手際よく分けようとする。
	線分図や言葉を使って，比での分け方を筋道立てて考えようとする。
	2つや3つの比を使って全体を手際よく分けることができる。
	線分図や言葉を使って，比での分け方の意味を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	2つや3つの比を使って全体を分けようとする。
	線分図や言葉を使って，比での分け方を考えることができる。
	2つや3つの比を使って全体を分けることができる。
	線分図や言葉を使って，比での分け方の意味を理解している。

	割

合

を

使

っ

て
	
	Ａ
	全体を1と考えるよさに気づき，線分図や関係図，面積図などを用いて問題を解こうとする。
	全体を1と考えて，それぞれの部分がどう表されるかを筋道立てて考えることができる。
	全体を1と考えて割合の和や差を考えたり，割合の積を考えて問題を手際よく解くことができる。
	全体を1と考えて割合の和や差を考えたり，割合の積を考えることの意味を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	全体を1と考えるよさに気づき，問題を解こうとする。
	全体を1と考えて，それぞれの部分がどう表されるかを考えることができる。
	全体を1と考えて割合の和や差を考えたり，割合の積を考えて問題を解くことができる。
	全体を1と考えて割合の和や差を考えたり，割合の積を考えることの意味を理解している。

	★

図形の拡大と縮小
	①拡大図と縮図
	Ａ
	拡大図や縮図に関心をもち，それらの性質を自ら進んで調べようとする。
	拡大図や縮図では，対応する辺の長さの比や対応する角の大きさが等しいことを見出し，それを説明することができる。
	拡大図や縮図の性質を理解し，それらを確実にみつけることができる。
	拡大図や縮図では，対応する辺の長さの比や対応する角の大きさが等しくなっていることを筋道立てて理解している。

	
	
	Ｂ
	拡大図や縮図に関心をもち，それらを身のまわりからみつけようとする。
	拡大図や縮図では，対応する辺の長さの比や対応する角の大きさが等しいことを見出すことができる。
	拡大図や縮図の性質を理解し，それらをみつけることができる。
	拡大図や縮図では，対応する辺の長さの比や対応する角の大きさが等しくなっていることを理解している。

	
	②拡大図と縮図のかき方
	Ａ
	辺の長さや角の大きさに着目して，拡大図や縮図のかき方を自ら進んで考えようとする。
	拡大図や縮図のかき方を考え，それを説明することができる。
	任意の倍率や縮率の拡大図や縮図などを正確にかくことができる。
	方眼を使ったり，1つの点を中心にした拡大図や縮図のかき方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	拡大図や縮図のかき方を考えようとする。
	拡大図や縮図のかき方を考えることができる。
	方眼を使ったり，1つの点を中心にして2倍の拡大図や1／2の縮図などをかくことができる。
	2倍の拡大図や1／2の縮図などのかき方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	③縮図の活用
	Ａ
	具体的な場面で縮図が活用できることに気づき，進んで縮図を活用しようとする。
	実際には測定が難しい長さなどを測る際，どんな縮率の縮図にかけばよいかを考え，それを説明することができる。
	縮図をかいて，実際には測定が難しい長さなどを正確に測ることができる。
	縮図を使って，実際には測定が難しい長さなどを測る方法を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	具体的な場面で縮図が活用できることに気づき，縮図を活用しようとする。
	実際には測定が難しい長さなどを測る際，どんな縮率の縮図にかけばよいかを考えることができる。
	縮図を使って，実際には測定が難しい長さなどを測ることができる。
	縮図を使って，実際には測定が難しい長さなどを測る方法を理解している。
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